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イ . 中国藩陽薬学院 と の学術交流
現在 の 中華人民共和 国 は 1949年 (昭和24年〉
南京 で成立 し わ が 国 と は久 し く 正式国交が絶
え て い た が ， そ の 間残留邦人 の 送還や個人的交
流 は 細 々 な が ら 続 き ， 文化大 革命が終息 し 正 式
国交回復後は急速に進展 し ， 中 国 の 近代化 と 経
済解放政策 と あ い ま っ て 日 中交流は 今 日 の 盛況
を み る に至 っ て い ま す。 地理的に比較的近い 東
北地 区 (旧 満州 の遼寧 ・ 吉林 ・ 黒瀧江 の三省〕
か ら の 富 山 県 へ の 来訪 は 1980年以 降 相 次 ぎ ，
1984年春富 山県 は遼寧省 と の 聞 に 友好県 省 を 富
山 で締結 し 今年は そ の 一周年記念式典が洛陽
で挙行 さ れ る に 際 し ， 本学か ら も 「 日 中友好富
山 県 民 の 翼」 に参加 し て 訪 中 す る と と も に ， 本
学 と 洛陽薬学院 と の 学術交流 に 関 す る 協定を 5
月 10 日 に締結 し て き た。 こ れに至 っ た 経過は ，
昨年 5 月 遼寧大 学 の張副校長 が 富 山 大 学 の 柳 田
学長 と 本学を表敬訪 問 さ れ， 佐 々 学長 と の懇談
で富山大学 と 遼寧大学 と は学術交流協定を 結 ん
だ が貴校が望む な ら 適 当 な 相手校を仲介す る と
の 話 が 出 た。 6 月 に は 早速遼寧省洛陽薬学院 の
茶副院長か ら学長へ の 手紙が届 き ， I遼寧 大 学
の 楊学長か ら ， 佐 々 学長先 生 な ら び に貴校 の 友
好 的 な 意 向 を承 り ， こ れか ら 両校 の 間 で学術交
流 ， 人員 ・ 資料の交換な ど の面 で絶 え 間 な く 進
展す る こ と を心か ら望 ん でい る 」 旨 の 申 入れが
あ っ た。 そ の 後学長 と 茶副院長 と の 問 で手紙 の
住復が あ り ， 今年 l 月 16 ' 17 日 の 両 日 ， 昨年 同
学院 と 学術交流協定を結 ん だ北里大 学 の 招 き で
来 日 の途， 癌陽薬学院代表団 (紀有恒院長 ， 茶
氏参副院長， 頓学芸教授， 徐数勉副教授 お よ び
刻 環教授〉 が本学を訪問， 懇談会で具体的な希
望 や学術交流 を 図 り た し 、 旨 が述べ ら れた。 学術
交流 に関す る 協定書 の 内 容 に つ い て は そ の 後各
教授会に お い て 検討 さ れ 3 月 の 評議会 で承認 さ
れた。 4 月 に金沢 で の 日 本薬学会総会に参加 の
徐副教授が本学に立 ち 寄 り 最終打合せ を し て 準
備 ， 5 月 の 訪 中 を機に実現 さ れた 次 第 で あ る 。
洛陽薬学院 の概要は ， 次 の と お り で あ る O
。所在地 遼寧省議陽 (旧奉天〕 市文化路
0沿草 1931年 中国工農紅軍衛生学校 (江西省〉
調剤班 1935年長征後 ， 欧西省北
部に移 り ， 八路軍軍医 学 校 薬 学
科 ， 次いで中国医科大学薬学科 と
な る ー
1942年 延安薬科学校
1946年 東北薬科専門学校 (黒瀧江省佳本
斯市〕
1948年 落陽医学院薬学部 (元満州 医科大
学薬学部) を吸収 し ， 東北薬学院
と 改称 (遼寧省溶陽市〉
1955年 漸江医学院薬学系 ， 山東医学院薬
学系 と 合併 し ， 渚陽薬学院 と 改称
(1980年 6 月 か ら溶陽薬学院は国
家医薬管理総局 お よ び遼寧省、 に所
属〉
0構成系 (学部〉 ・ 専攻 (学科) 4 年制
薬学系 (学部〉 薬物製剤専攻 (学科〉
薬物分析専攻 (学科〕
中薬専攻 (学科〉
日 本語薬学課程
教養部で 日 本語を学 び ， 後はす
べて 日 本語で講義を 受 け る 。 こ
の課程だ けが教養部 3 年 と な
り ， したが っ て 卒業 ま での修学
年数は 5 年 と な る 。
製薬学系 (学部〉 化学製薬 (合成〕 専攻 (学科 〕
微生物製薬 (抗生物質〉 専攻 (学
科〕
基礎学部 (教養部〕
。職員数お よ び学生数 (1980年現在〉
職員数 789人
(教授 2 人 ， 助教授12人) 講師131人 ， 普 通 教
官28人 ， 助手62人 ， そ の他554人〕
学生数 1 ， 058人
大学院生 21人
卒業生数 約7， 000人
O土地 ・ 建物等
土地面積 約218， 000m2
建物面積 約60， 000m2
図書館 蔵書数 約16万冊
薬用植物園 1 ケ 所 (植物標本600種余〉
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製薬工場 1 ケ 所
(中草薬の 拍出 ， 合成薬 の 中 間試験お
よ び大量生産を行い ， 注射薬 ， 錠剤 ，
軟膏剤の生産可能〕
そ の 他 中薬研究所 ， 分析研究所 ， 薬理研究所な
ど も あ る 。
な お ， 中華人民共和国 に は こ の洛陽薬学院 と
南京薬学院 の 2 つ の薬学院 が 国 家医薬管理局 の
下 に あ り ， 国 家衛生局 の 下 の 医学院 に も 附属薬
学系 (部〉 も あ る 。 し か し 日 本語薬学課程を設
け て い る の は洛陽薬学院 だ け で あ る 。
(増田克忠〕
1985年 5 月 11 日 付渚陽薬学院の新聞
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口 . 和漢薬 (中薬〉 の 医学薬学的研究 に 関 す
{) 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て
文部 省 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 助成金 に よ る 上記 日
中 シ ン ポ ジ ウ ム が富山医科薬科大学主催で， 昭
和60年 9 月 1 日 2 日 両 日 にわた り 中 国 側 15名
を含む 日 中学者 200 名 の 参加 を 得て ， 県民会館
特別会議室 を 中心 に 盛会裡に行われた。
8 月 3 1 日 中 国 側は胡照 明 団 長 (衛生部 副部長
一 中 国 で の厚生次官に あ た り ， 中 国 の 医科大 学，
薬科大学すべて を統括 し て い る ) を含 め た 15名
を空港 で熱烈歓迎 し ， 団長以下全員 は会長 で あ
る 佐 々 事学長 を表敬訪 問 さ れた。 そ の後主催者
側 の大 学教官 と 大会議室 で， 中 国 側 は 胡 団 長 の
本 シ ン ポ ジ ウ ム の 意 義 と 中 国 側 の熱意を表 明 さ
れ， わ が方 は 大 学 の 各部局 の現況 を 説 明 し ， 懇
談 に 入 っ た。 特 に 印 象に残 っ た の は ， 中 国 では
伝統医学を重視 し 中 医学院 と 通常 の 医学院は
別 個 に 独立 さ せ て い る が ， 中 医 と 西 医 は 医 師 と
し て 対等 に あ っ か い ， 両学院 の卒業者 の 中 よ り
さ ら に ， 西 医 は 中 医学院 ， 中 医 は 西医学院 で教
育 し た も の を 中西医結合医 と し て 育 て て い る 。
こ れは 単 に 医療 を お ぎ な い 合 う と い っ た 実利的
な 面 だ け では な く ， 新 た な 第 3 の 医学を 目 ざす
の で あ る と 中 国 医 学 の 指導者 の 口 よ り 現在 目 標
と し て い る 中 国 医学， 医療へ の取 り 組み方 の 基
本 を 示 さ れ ， 中 日 友好医院 な ど は そ の 場 と な る
の で あ る と も 聞 か さ れた。 ま た富 山 医 科薬科大
学は そ の意味 で の 学術交流 の パ ー ト ナ ー と し て
最 も ふ さ わ し い大学であ る 事 も 強調 さ れた。
翌 日 か ら の シ ン ポ ジ ウ ム は ， 両 国 語 同 時通訳
で， あ ら か じ め全原稿を両国語に翻訳 さ れた講
演集を作 っ て い た の で、討論は活発に行われ， 相
互理解 の 上 き わ め て 役立 っ た。 内 容 は 中 医 学 の
基礎理論 よ り ， 生薬成分 の化学構造 よ り ， 薬理
作用 ま で お よ び ， ま た生薬 ま たは そ の有効成分
の 新 し い 臨床応用 も み ら れ て き わ め て 広範囲 に
ま た が る 研究発表 で あ っ た が， ま ず シ ン ポ ジ ウ
ム と し て の 成果は十分は た せた も の と 思 っ て い
る O 内 容 に 関す る 詳細は講演集あ る い は61年 1
月 号 の 雑誌に 日 本文 と し て 完成 さ せ た も の と し
て 発表す る の で参考 に し て い た だ き た し 、 。
昨年 5 月 北京 で 中 国 側 と 小生が接触 し て 以 来
全学 を あ げ て 準備 を し た成果で、あ っ て ， 組織委
員 長 と し て 協 力 を い た だ い た 各位に こ の 紙面 を
か り て 御礼 を 申 し た し 、。 ま た留学生が翻訳， 通
訳 と し て 御助 力 を い た だ き 心 よ り 感謝 の 意 を 表
し た し 、 。 次 回 は お そ ら く 中 国 で行われ る こ と と
な る で あ ろ う 。
〔熊谷 朗〉
日 時 1985年 9 月 1 臼 ( 日 ) � 2 日 (月 〕
場所 富山県民会館
シ ン ポ ジ ウ ムプ ロ グ ラ ム
9 月 1 日 (第 1 日 〉
開会の挨拶 富山 医科薬科大学 ・ 学長
佐 々 亭 (Sasa Manabu) 
中 国衛生部副部長挨拶
胡 照 明 (Hu Xi-Ming) 
文部大臣挨拶
松永 光 (Matsunaga Hikaru) 
シ ン ポ ジ ウ ム ( l ) 代謝性疾患
座長 熊谷 朗 (Kumagai Akira) 
(富山 医科薬科大学 ・ 副学長〉
座長 金 恩源 Oin En-Yuan) 
(中 日 友好病院 ・ 副教授)
l 李 廃詔 (Li Geng-Shao) 北京中医学院 ・ 中
医基礎理論研究所 ・ 講師
中風病 の基礎理論及び臨床研究
2 斎藤 康 (Saito Yasushi) 千葉大学医学部 ・
第 2 内科 ・ 講師
高血圧 と 脳微小血管の代謝異常
3 安 蒲虚 (An BangωYu) 中医研 究 院 ・ 針灸
研究所 ・ 副研究員
甘露消渇 カ プ セ ルを用 いた非 イ ン ス リ ン 依存
性糖尿病102例の 臨床観察
4 山本 昌弘 (Yamamoto Masahiro) 日 生病院 ・
内科部長
人参の代謝作用 と 糖尿病患者への 臨床応用
シ ン ポ ジ ウ ム ( II ) 証の近代的研究
座長 大塚恭男 (Otsuka Yasuo) 
(北里研究所 ・ 東洋医学研究所 ・ 副所長)
座長 李 廃部 (Li Geng-Shao) 
(北京中医学院 ・ 中医基礎理論研究所 ・ 講
師〕
5 張 雲茄 (Zhang Yun-Ru) 中医研究院広 安 門
医院 ・ 内科副主任
老年虚症の現代科学的検討
6 寺沢捷年 (Terasawa Katsutoshi) 富山 医科薬
科大学 ・ 附属病院助教授 ・ 和漢診療部長
疹血証の 現代科学的研究
7 宮川 マ リ (Miyakawa Mari) 埼玉医科大学 ・
内科 ・ 助手
証の 現代科学的検討
シ ン ポ ジ ウ ム ( 亜 〕 生物活性 と 臨床応用
座長 大浦彦吉 (Oura Hikokichi) 
(富山医科薬科大学 ・ 和漢薬研
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究所 ・ 臨床利用部門 ・ 教授)
座長 陳 鴻珊 (Chen Hong-Shan) 
(中国医学科学院 ・ 抗菌素研究
所 ・ 副研究員)
8 陳文為 (Chen Wen-Wei) 北京中医学 院 ・ 中
心実験室 ・ 研究員
中医補益薬物一霊芝の 生化学的薬理学的作
用機序の 研究
9 崖 文英 (Cui Wen-Ying) 北京医科大学 ・ 中
西医結合研究室
ア イ ソ ト ー プ技術を用 いた 中医益気養血治
療法則 の応用研究
10 横沢隆子 (Yokozawa Takako) 富山医科薬科
大学 ・ 和漢薬研究所 ・ 臨床利用 部門 ・ 助手
尿毒症に対す る 大黄 の 改善作用 と そ の機序
11 江 田 昭英 (Koda Akihide) 岐阜薬科大学 ・ 薬
理学 ・ 教授
抗 ア レ ルギ ー 剤作用 を有す る 和漢薬の 研究
9 月 2 日 (第 2 日 〉
シ ン ポ ジ ウ ム ( N ) 感染免疫
座長 矢野三郎 (Yano Saburo) 
(富山医科薬科大学 ・ 医学部 ・ 第 1 内 科
学 ・ 教授〉
座長 張 雲茄 (Zhang Yun-Ru) 
(中国研究広安門医院 ・ 内科副主任)
12 森沢成司 (Morisawa Seij i) 大阪市立 大 学 ・
医学部 ・ 第 1 生化学 ・ 教授
柴胡の免疫調節作用
13 陳 鴻珊 (Chen Hong-Shan) 中 国医学科 学
院 ・ 抗菌素研究所 ・ 副研究員
柴胡の動物体 内免疫促進 と 抗 ウ イ ルス 性肝
炎作用
14 日 野邦彦 (Hino Kunihiko) 防 衛 医 科 大 学
校 ・ 第 2 内科 ・ 講師
グ リ チ ノレ リ チ ン の大量投与に よ る B 型肝炎
の 治療
15 金 恩源 Oin En-Yuan) 中 日 友好 病 院 ・ 副
教授
天然牛黄及び そ の主要成分製剤 の実験的流
行性脳炎 ウ イ ルス 感染に対す る 影響
シ ン ポ ジ ウ ム ( V ) 資源 と 品質
座長 難波恒雄 cr、�amba Tsuneo) 
(富山 医科薬科大学 ・ 和漢薬研
究所 ・ 資源開発部門 ・ 教授〉
座長 顧 徳辛 (Gu De-Xin) 
(中国国家医薬管理局科学研究
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処 ・ 処長〉
16 金 蓉驚 (Jin Rong-Luan) 南京 薬 学 院 ・ 副
教授 ・ 科主任
中薬資源 と 品質研究 の概要
17 鎗 忠人 (Tani Tadato) 近畿大学 ・ 東洋医学
研究所 ・ 助教授
和漢薬 の資源 と 品質に関す る 諸問題
シ ン ポ ジ ウ ム ( VI ) 薬理活性
座長 木村正康 (Kimura Masayasu) 
(富山 医科薬科大学 ・ 薬学部 ・
薬剤薬理学 ・ 教授)
座長 陳 文為 (Chen Wen-Wei) 
(北京中医学院 ・ 中心実験室 ・
研究員〕
18 議i 斐君 (Xie Fei-Jun) 上海医薬工 業 研 究
院 ・ 工程師
7侯頭菌 CHericium erinaceus (BULL.­
exFR.) PERS. ヤ マ ブ シ タ ケ 〕 培養物の
薬理活性成分に関す る 研究
19 周 蘭芳 (Zhou Lan-Fang) 中 国 医学科学院 ・
薬物研究所 ・ 助理研究員
酢酸 ゴ シ ポ ー ル投与時 に お け る ラ ッ ト 副牽
丸の組織化学的検討
20 木村郁子 (Kimura lkuko) 富山 医 科 薬 科 大
学 ・ 薬学部 ・ 薬剤薬理学 ・ 助教授
糖尿病性 neuromyopathy と 生薬複合効果
の薬理学的研究
ハ . 外 国 人 客 員研究員制度
本学で は ， 学術研究 の進展に寄与 す る た め ，
外 国 人 の 講師 相 当 以上 お よ び研究業績が優れ て
い る と 認 め ら れ る 学術研究者 ま た は学識経験者
を 客員研究員 と し て 受 け入れ， 原 則 と し て 1 年
以 内 の 期 聞 を定め ， 共 同 研 究 を 行 っ て い ま す。
以 下 ， 10月 1 日 現在受入れ中 の 諸氏 を 紹 介 い た
し ま す。
外 国 人 客 員 研 究 員
(研究 員 名 ・ 国籍 ・ 職名 ・ 研究題 目 ・ 研究期間
. 受入部局〉
馬 永幸 ( 中 国 )
南京 中 医学院科研処処長
和漢薬 の作用 メ カ ニ ズ ム の 研究
60. 4 .  1 �61 .  3 .  31  
和漢薬研究所
徐 洛珊 ( 中 国 〉
南京薬学院 生薬学教研室 副教授
金銀花の生薬学的研究
60. 8 .  16�60. 10. 31  
和漢薬研究所
青 尚 斌 (中 国 〉
四 川 省 中 薬研究所 薬理室 助理研究員
中枢神経系機能 に 関 す る 分 子 薬理学的研
究
60. 6 . 1 �61 .  5 . 31  
和漢薬研究所
鄭 平東 ( 中 国 )
上海中 医学院附属曙光医院 内 科 講師
腎不全治療薬に関す る 研究
60. 4 .  1 �61 .  3 . 31 
和漢薬研究所
張 宝恒 (中 国 〉
北京医学院 基礎医学系 (薬理学〉
ソ フ ァ ラ ミ ン の薬理作用 につ い て の共 同
研究
60. 4 . 9 �61 .  2 .  4 
薬学部
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第 2 節 学会活動等一覧
各講座 の 学会活動を詳細に掲載す る こ と は 紙
面 の都合上で き な か っ た。
こ こ では 昭和51年 4 月 か ら 昭和60年 9 月 ま で
に 開 催 さ れた 本学主催 の学会等を年次 別 に 列 挙
し 北陸 ・ 中部等 の地方学会は割愛す る こ と と
し た 。 そ の 一端を 紹介す る 。
学 会 活 動 等 一 覧
""与づ二牟 Ä Z三三 等
第10回和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第 4 回環境汚染物質 と そ の ト キ シ コ ロ ジ ー
シ ン ポ ジ ウ ム ( 日 本薬学会)
第31 回 日 本温泉科学会
“脳の統御機能 の概念の確立" に関す る 夏の ワ ー ク
シ ョ ッ プ (文部省特定研究 「脳 の統御機能」 総括班〕
第12回和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第21 回 日 本脂質生化学研究会
第14田和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第 1 田和漢薬研究所特別セ ミ ナ ー
第 5 回神経心理学懇話会
第15回和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第 1 回富山 カ ン フ ァ レ ン ス
“人類遺伝学の新 し い展開を求め て "
第32回電気泳動学会
第 1 回立山 シ ン ポ ジ ウ ム
「凝固 ・ 線溶 ・ 血小板研究」
第 8 回反応 と 合成 の 進歩 シ ン ポ ジ ウ ム ( 日 本薬学会〉
第 2 田和漢薬研究所特別セ ミ ナ ー
第10回臨床心臓電気生理研究会
第四回 日 本小児 腎臓病研究会
第 2 回富山 カ ン フ ァ レ ン ス
収人類遺伝学の新 し い展開を求め て "
第38回学術 シ ン ポ ジ ウ ム
( 日 本学術会議第 7 部心臓血管研究連絡委員会)
第33四 日 本薬理学会北部会
第 3 回和漢薬研究所特別セ ミ ナ ー
第 8 田植物組織培養 シ ン ポ ジ ウ ム
第 3 回富山 カ ン フ ァ レ ン ス
"人類遺伝学 の新 し い展開を求め て "
第17回和漢薬 シ ン ポ ジ ウ ム
第 4 田和漢薬研究所特別 セ ミ ナ ー
第36回食道疾患研究会
第12回 日 本小児神経外科学研究会
第25四社会医学研究会
血管外科 シ ン ポ ジ ウ ム '84
第 1 田和漢医薬学会
第43回 日 本平衡神経科学会
平衡神経科領域に おけ る コ ン ピ ュ } タ 処理研究会
開 催 年 月 日
昭和51年 8 月 28 日 �29 日
昭和52年10月 6 日 � 7 日
昭和53年 7 月 10 日 � 13 日
昭和53年 8 月 22 日 �26 日
昭和53年 9 月 4 日 � 5 日
昭和54年 7 月 21 日 �22 日
昭和55年 8 月 28 日 �29 日
昭和56年 3 月 8 日
昭和56年 7 月 18 日 � 19 日
昭和56年 8 月 18 日 �19 日
昭和56年 8 月 初 日 �31 日
昭和56年10月 31 日
昭和56年1 1 月 1 日
昭和56年1 1 月 9 日 �10 日
昭和57年 3 月 14 日
昭和57年 4 月 17 日
昭和57年 6 月 17 日 �19 日
昭和57年 8 月 29 日 �31 日
昭和57年 9 月 11 日
昭和57年10月 17 日
昭和58年 3 月 13 日
昭和58年 7 月 19 日 �20 日
昭和58年 8 月 29 日 � 9 月 1 日
昭和58年 9 月 9 日 � 10 日
昭和59年 3 月 18 日
昭和59年 5 月 17 日 �18 日
昭和59年 5 月 23 臼 �25 日
昭和59年 7 月 28 日 �29 日
昭和59年 8 月 18 日
昭和59年 9 月 7 日 � 8 日
昭和59年 9 月 21 日 �23 日
昭和59年 9 月 23 日
開 催 場 所
富 山 市
富山県教育文化会館
岐 阜 県 上 宝 村
富 山 県 大 山 町
富山県教育文化会館
富 山 市
富山県教育文化会館
富 山 医 科 薬 科 大 学
富 山 商 工 会 議 所
富山県教育文化会館
富 山 市
富 山 医 科 薬 科 大 学
富 山 市 医 師 会 館
富山県教育文化会館
富山医科 薬 科 大 学
金 沢 市
富山県教育文化会館
富 山 県 宇 奈 月 町
富 山 医 科 薬 科 大 学
富 山 医 科 薬 科 大 学
富 山 医 科 薬 科 大 学
富 山 医 科 薬 科 大 学
富 山 市
富 山 県 民 会 館
富 山 医 科 薬 科 大 学
富山県教育文化会館
富 山 県 民 会 館
富 山 市
石 川 県 加 賀 市
富 山 県 民 会 館
富 山 県 民 会 館
富 山 県 民 会 館
1 82 第 7 章 研 究 活 動
第29回 日 本人類遺伝学会
第 4 回富山 カ ン フ ァ レ ン ス
N生命工学の新 し い展開を 求 め て "
第 5 回和漢薬研究所特別 セ ミ ナ ー
第 9 回臨床遺伝研究会
第15回心臓 の 力 学 と 制御に関す る 研究会
昭和59年1 1 月 14 日 �16 日
昭和59年11 月 16 日 �18 日
昭和60年 3 月 17 日
昭和60年 6 月 14 日 � 15 日
昭和60年 6 月 22 日
富 山 県 民 会 館
富 山 県 大 山 町
富 山 医 科 薬 科 大 学
富 山 市 公 会 堂
富 山 医 科 薬 科 大 学
